
近年，造岩鉱物の内部整合性をもつ熱力学データベースを

利用した圧力温度（P-T）シュードセクションのコンピュー

タ計算が，変成岩の変成履歴の検討に積極的に用いられるよ

うになり，これまでに様々な系の P-T シュードセクション

が提案されてきた（例えば, Tinkham et al., 2001; Proyer,

2003; Wei and Powell, 2004, 2006; Matsumoto et al., 2005;

Stipska and Powell, 2005）．シュードセクションの計算は，

全岩化学組成のマスバランスの式と熱力学方程式を組合せて

安定な鉱物組成共生関係やモード組成などを決定する前進モ

デリングであり，変成岩の解析の 1つの新しい手法である．

しかし，熱力学データベースや計算する鉱物の固溶体モデル

が計算結果に直接反映される．そのため，計算結果を評価す

るために，実際の岩石の組織などに基づく記載岩石学的検証

が必要になる．これまでに，いくつかの P-Tシュードセク

ションの計算が青色片岩とエクロジャイトを含む玄武岩質の

高圧変成岩に適応され，成功している（例えば, Carson et

al., 1999, 2000; Arnold et al., 2000; Hoschek, 2001, 2004;

は　じ　め　に
Rebay and Powell, 2002; Ballevre et al., 2003; Wei et al.,

2003）．既存の鉱物固溶体モデルを用いて計算した P-Tシュ

ードセクションが，どれほど記載岩石学的な観察事実と調和

的であろうか？著者らは青海蛇紋岩メランジュ産の藍閃石－

緑れん石エクロジャイト（辻森ほか, 2000; Tsujimori, 2002）

について，Na2O-CaO-FeO-MgO-Al2O3-SiO2-H2O系（NCF-

MASH 系）の P-T シュードセクションを Powell et al.

（1998）の THERMOCALCプログラムを使って計算した．そ

の結果，既存の P-T 見積もりに近い条件に，実際に観察さ

れる鉱物組み合わせの安定領域を確認した．本稿ではその結

果に地質学的な考察を加えて報告する．

飛騨外縁帯の青海蛇紋岩メランジュ（辻森ほか, 2001a参

照）に，青色片岩相からエクロジャイト相の結晶片岩（辻森

ほか, 2000; Tsujimori, 2002）と，緑れん石角閃岩相から角

閃岩相の結晶片岩（杉村ほか, 1996）が蛇紋岩と共に分布す

る（例えば, Banno, 1958; 松本, 1980; 中水ほか, 1989; 宮下,

2003; 椚座ほか, 2004; 辻森, 2004; 田沢, 2004; Nozaka,
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Glaucophane-epidote eclogite occurs in the eclogitic unit of the Omi

serpentinite mélange, SW Japan. The eclogite has a peak mineral

assemblage of garnet＋omphacite＋glaucophane＋epidote＋quartz＋
rutile± phengite. A P-T pseudosection for a bulk composition appro-

priate to the eclogite has been calculated using the THERMOCALC 2.75
program in the model system Na2O-CaO-FeO-MgO-Al2O3-SiO2-H2O

（NCFMASH）with quartz and water in excess. In the calculated phase

diagram, a trivariant field of garnet＋omphacite＋glaucophane＋zoisite

occurs within the high-pressure divariant field of garnet＋omphacite＋
glaucophane＋hornblende（sensu lato）＋zoisite - it is consistent with

the previous P-T estimation of peak metamorphism at T＝ 550-600℃
and P＞ 1.8 GPa. The P-T pseudosection and average-P calculations

using THERMOCALC reveal a significant pressure gap between two con-

trasting high-grade rocks in the eclogitic unit and the non-eclogitic

unit. The glaucophane-epidote eclogite may have experienced higher

pressure relative to the non-eclogitic paragonite-garnet amphibolite

characterized by a trivariant field of garnet＋paragonite＋hornblende

（sensu lato）＋zoisite. Considering inferred thermal structure of pre-

sent-day subduction zones, glaucophane-epidote eclogite may record

subduction metamorphism of young and warm slab. 
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2005）．結晶片岩類（蓮華結晶片岩＊注釈）はそれぞれエクロジ

ャイト相変成岩を含むユニット（ECユニット）とそれを含

まないユニット（non-ECユニット）に区分可能である（辻

森ほか, 2001a）（Fig. 1）．両ユニットにはそれぞれ岩石学的

に対照的な高変成度高圧変成岩（藍閃石－緑れん石エクロジ

ャイトとパラゴナイト－緑れん石－ざくろ石角閃岩）が産す

る（Fig. 2）．

藍閃石－緑れん石エクロジャイト（Fig. 2a）は，湯ノ谷上

流の ECユニットのパラゴナイト±鉄藍閃石＋ざくろ石＋斜

灰れん石＋フェンジャイトの鉱物組み合わせを持つ石英－雲

母質片岩中に互層する苦鉄質層やそのブーダンとして産する

（辻森ほか, 2000; Tsujimori, 2002）．全岩主要・微量元素の

化学組成は海嶺玄武岩に類似する（Tsujimori, 2002）．変成

ピークの鉱物組み合わせは，‘ざくろ石＋オンファス輝石＋

藍閃石＋緑れん石＋ルチル＋石英’である．また，このユニ

ットのエクロジャイトに含まれるざくろ石斑状変晶のコア部

分に，しばしば，エクロジャイト相に先立つ昇温時期の緑れ

ん石－青色片岩相の鉱物組み合わせが包有物として保持され

ている．また，エクロジャイト相の鉱物組み合わせは，多か

れ少なかれ緑れん石－青色片岩相の重複・再結晶作用を被っ

ている．Tsujimori（2002）は石英－雲母質片岩の鉱物組成

共生関係やエクロジャイトのざくろ石－単斜輝石温度計適用

の結果から温度約 550－600℃，圧力＞ 1.8 GPaの圧力ピー

ク時の P-T条件を見積もった．

一方，パラゴナイト－緑れん石－ざくろ石角閃岩（Fig.

2b）は，青海川沿いの non-ECユニットの黒雲母帯の黒雲

母＋ざくろ石＋斜長石＋斜灰れん石が安定な石英－雲母質片

岩中に互層する苦鉄質岩層として産する．パラゴナイトはざ

くろ石斑状変晶中の包有物及び，まれにマトリクス中に残晶
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＊注釈 蓮華結晶片岩は，約 340－280 Maのフェンジャイト K-Ar及び 40Ar-39Ar年代

を示す（例えば, Shibata and Nozawa, 1968; 辻森ほか, 2001b; 椚座ほか, 2004）．

同年代のフェンジャイトの K-Ar系冷却年代を記録した高圧型変成岩が，九

州中部・北部から中国山地を経て，飛騨山地の飛騨外縁帯に点在し，それら

の放射年代の共通性から，古生代の広域高圧型変成帯の断片「蓮華帯」とし

て認識されている（Nishimura, 1998; Tsujimori and Itaya, 1999）．結晶片岩に

伴う蛇紋岩中のひすい輝石岩の古生代前期のジルコンの U-Pb 年代（約

500－470 Ma）も飛騨山地と中国山地で共通する（椚座ほか, 2002; Tsujimori

et al., 2005a）．

Fig. 1. Geologic map of the Itoigawa-Omi area, showing possible boundary between the eclogitic（EC）unit and the non-eclogitic（non-EC）unit
（modified and updated after Tsujimori, 2002）. Localities of blueschist- to eclogite-facies mafic high-pressure rocks and paragonite-garnet
amphiolite are also shown; E-eclogite; A-paragonite-garnet amphiolite. 



として産する．昇温組成累帯を持つざくろ石斑状変晶が曹長

石の包有物を含まないこと，マトリクスの曹長石がパラゴナ

イトを置換して産することから，圧力ピークで曹長石は不安

定であり，パラゴナイトは圧力ピーク時に‘ざくろ石（alm54-64

prp5-8grs23-31sps5-11; XMg［＝ Mg/（Mg＋Fe2+）］＜ 0.12）＋ホルン

ブレンド（Al2O3＝13－16 wt%;［B］Na＝ 0.30－0.65 a.p.f.u.;

XMg ＝ 0.56－0.70）＋緑れん石＋パラゴナイト＋ルチル＋石

英’の鉱物合わせとして安定であったと考えられる．同じ鉱

物組み合わせで特徴づけられるパラゴナイト－緑れん石－ざ

くろ石角閃岩は飛騨外縁帯の伊勢地域にも産し，Tsujimori

et al.（2006a）は伊勢地域のパラゴナイト－緑れん石－ざく

ろ石角閃岩について，鉱物の組成共生関係から温度約 530－

570℃，圧力 1.1－1.4 GPaの圧力ピーク時の変成条件を見

積もった．

本稿では特に，全岩組成が報告されている藍閃石－緑れん

石エクロジャイトについて P-Tシュードセクションを検討

した．

P-T シュードセクションの計算には，Na2O-CaO-FeO-

MgO-Al2O3-SiO2-H2O系（NCFMASH系）を仮定した．相の

種類として，検討するエクロジャイトの変成ピークで安定な

ざくろ石（Grt）－［Mg,Fe,Ca］3Al2Si3O8，オンファス輝石

（Omp）－［Ca,Na］［Mg,Fe,Al］Si2O6，藍閃石（Gln）－［Na,Ca］2

［Mg,Fe］3［Mg,Fe,Al］2Si8O22（OH）8，緑れん石，石英（Qtz）－

SiO2の他に，藍閃石が安定な玄武岩質エクロジャイトに一般

に産出し得る鉱物として，広義のホルンブレンド（Hbl）－

［ , N a］［N a , C a］2［M g , F e］3［M g , F e , A l］2 S i 4［S i , A l］4

O22（OH）8，ローソン石（Lws）－CaAl2［Si2O7］（OH）2H2O，藍

晶石（Ky）－Al 2 S iO 5，パラゴナイト（Pg）－［Ca,Na］

Al3Si3O10（OH）2，曹長石（Ab）－NaAlSi3O8，を選んだ．低温

のエクロジャイトでは，オンファス輝石に加えて，普通輝石

質やひすい輝石質の単斜輝石が産することがあるが（例えば,

Matsumoto and Hirajima, 2005; Tsujimori et al., 2005b,

2006b），ここでは，オンファス輝石のみ取り扱った．系成

分として Fe 2 O 3 を考慮しないので緑れん石は灰れん石

（Zo）－Ca2Al2O［SiO4］［Si2O7］（OH）とした．ローソン石，灰

れん石，藍晶石，曹長石，石英は純粋相と仮定した．また，

流体相として純粋な H2Oを仮定した．固溶体鉱物の活動度

モデルは Carson et al.（1999）に従った．P-Tプロジェクシ

ョン及び，P-Tシュードセクションの計算は，THERMOCALC

2.75（Holland and Powell, 1998; Powell et al., 1998）プロ

グラムを使用した．同様の計算条件による P-T シュードセ

クションの計算は，Tsujimori et al.（2006b）がフランシス

カン帯の高変成度ブロックに適応しており，記載岩石学的な

観察事実と調和的な結果を得ている．THERMOCALCを用い

た P-Tシュードセクションの計算の詳細は Powell and Hol-

land（2001）や Stowell et al.（2005）を参照されたい．ま

た，P-T シュードセクションを計算するプログラムとして

は，de Capitani and Brown（1987）の THRIAK-DOMINOや，

Connolly（1990）の Perple_Xが知られている．3つの異な

るプログラムを用いた P-Tシュードセクションの計算結果

の比較を示した例としては，Hoschek（2004）などがある．

1．P-Tプロジェクション

石英と H2Oを過剰とした NCFMASH 系，温度 500－

650℃，圧力 0.8－2.5 GPaの範囲の P-Tプロジェクション

を Fig. 3に示す．NCFMASH 系の類似した相平衡関係は，

Carson et al.（1999, 2000）やHoschek（2001）によって報

告されている．しかし，著者らの計算は，緑泥石を考慮にい

れなかったので，低温側（約 550℃以下）で彼らとは違う

結果を得た．例えば，Carson et al.（1999）は，我々の P-T

プロジェクションにはない不変点［Omp Gln］，［Omp Czo］，

［Omp Ky］を示した（不変点の表現法は, Zen, 1966に従っ

た）．なお，彼らは灰れん石の代わりに，斜灰れん石（Czo）

で，緑れん石を取り扱った．Hoscheck（2001）は，曹長石

P-Tシュードセクションの計算
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Fig. 2. Photomicrographs of the high-grade mafic metamorphic
rocks from the Omi serpentinite mélange.（a）Glaucophane-epidote
eclogite from the eclogitic unit［crossed polarized］.（b）Paragonite-
garnet amphibolite from the non-eclogitic unit［crossed polarized］. 



は考慮しておらず，著者らの P-Tプロジェクションにはな

い不変点［Omp Pg］，［Omp Grt］，［Omp Hbl］，［Omp Lws］

を示した．著者らの計算は緑泥石の代わりに曹長石を考慮し

た結果，不変点［Omp Ab］を得た．そのような低温での違

いこそあれ，我々の計算した不変点［Lws Ab］，［Pg Ab］，

［Hbl Ab］，［Grt Ab］とそれらから伸びる一変数曲線の束の

関係は，Carson et al.（1999, 2000）やHoschek（2001）の

結果とおおよそ調和的である．

2．P-Tシュードセクション

青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトの全岩組成を考慮

した温度 500－650℃，圧力 0.8－2.5 GPaの範囲の P-Tシ

ュードセクションを Fig. 4にしめす．全岩組成は Tsujimori

（2002）が報告した標本 YTEC-2を用いた．モル％の比は，

Al2O3: CaO: MgO: FeO: Na2O＝ 22.44: 24.25: 22.02: 24.09:

7.21である．石英と H2Oを過剰とした NCFMASH 系は実

質，5成分系であり，自由度 0の不変（invariant）点で 7相

共存，自由度 1の一変数（univariant）曲線で 6相共存，自

由度 2の二変数（trivariant）領域（一変数曲線で囲まれる

P-T領域）で 5相共存，自由度 3の三変数（divariant）領

域（二変数領域に囲まれた P-T領域）で，4相共存する．著

者らが計算した P-T シュードセクションにおいて，ローソ

ン石及び藍晶石が不安定な P-T条件に注目すれば，二変数

領域 Grt Omp Gln Hbl Zo，Grt Omp Pg Hbl Zo，Grt Pg

Gln Hbl Zoは，Carson et al.（1999）がニューカレドニア，

パム半島の type IIエクロジャイトの全岩組成（Al2O3: CaO:

MgO: FeO: Na2O＝ 20.11: 23.63: 26.62: 21.45: 8.19）の P-T

シュードセクションの計算で示した二変数領域 Grt Omp Gln

Hbl Czo，Grt Omp Pg Hbl Czo，Grt Pg Gln Hbl Czo，に相

当する．一方，Hoscheck（2001）が東アルプス，ホーエン

タウエルンのエクロジャイトの全岩組成（Al2O3: CaO: MgO:

FeO: Na2O＝ 27.7: 27.1: 19.8: 13.3: 12.1）について計算し

た P-Tシュードセクションとは，二変数領域 Grt Omp Pg

Hbl Zo，Grt Pg Gln Hbl Zoが共通するが，そのバルクで安

定な二変数領域 Grt Omp Gln Pg Zoはニューカレドニアの

例と同様に，青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトの全岩

組成でも得られなかった．

1．既存の P-T見積もりとの比較

計算された P-Tシュードセクションが，どれほど記載岩

石学的な観察事実と調和的であろうか？ Fig. 4に示されるよ

うに，青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトの全岩組成に

おいて，二変数領域 Grt Omp Gln Hbl Zoの高圧側にホルン

ブレンドの消滅で定義される自由度 3の三変数領域 Grt

Omp Gln Zoが温度約 600℃，圧力約 2.0 GPa付近に得ら

れた．この領域は青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトに

観察されるざくろ石＋オンファス輝石＋藍閃石＋緑れん石の

鉱物組み合わせに相当し，Tsujimori（2002）が見積もった

変成条件（温度約 550－600℃, 圧力＞約 1.8 GPa）に近い．

我々の P-T シュードセクションは，簡単のため Fe2O3，

TiO2，MnO，K2Oは考慮していない．したがって，厳密には

少量の Fe3 ＋を含む緑れん石，角閃石，オンファス輝石の安

定領域や，Mnを含むざくろ石の安定領域に少なからず影響

を与えることが予想される．一般に，青色片岩やエクロジャ

イトなどの鉱物共生関系は Fe3 ＋の効果に敏感である．しか

し，Fe3 ＋を含む固溶体鉱物の端成分の熱力学的データや固溶

体モデルなどが十分ではないため Fe3 ＋の効果は NCFMASH

系の P-Tシュードセクションにおいて詳細に議論されてい

考　　　　　察
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Fig. 3. P-T projection for the full system NCFMASH in projection
from quartz and H2O.

Fig. 4. P-T pseudosections in NCFMASH（＋Qtz＋H2O）for a bulk
rock composition of Omi glaucophane-epidote eclogite（sample
"YTEC-2" from Tsujimori, 2002）, Al2O3: CaO: MgO: FeO: Na2O＝
22.44: 24.25: 22.02: 24.09: 7.21. Trivariant fields of Grt Omp Gln Zo
and Grt Pg Hbl Zo are highlighted. Divariant field: light grey; trivari-
ant field: darker gray; quadrivariant field: darkest gray. 



ない（例えば, Carson et al., 2000）．緑れん石を斜灰れん石

と見なした CASH系の反応曲線網では，緑れん石の Fe3 ＋の

増加，つまり斜灰れん石の活動度の減少に伴い，緑れん石を

含む反応曲線が低温高圧側に移動する（Tsujimori, 1999;

Tsujimori and Liou, 2004）．また，高い酸化状態にある全岩

化学組成では，緑れん石を含む鉱物組み合わせの安定領域が

より低温側に移動する（例えば, Enami et al., 2004）．Fe3 ＋

の効果は緑れん石を含む鉱物共生を低温側に移動させるかも

しれない．

一方，青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトのような低

温のエクロジャイトでは，ざくろ石が昇温期の化学組成累帯

を保持し，ざくろ石に多く濃集する元素は，その後の化学平

衡に関与しなくなることが予想される．しかし，Marmo et

al.（2002）はニューカレドニアの藍閃石－緑れん石エクロジ

ャイトについて，ざくろ石の分別結晶作用を考慮に入れた

P-Tシュードセクションを示し，最大でモード量を 13％変

化させても，昇温から最高変成時期までの鉱物共生の領域に

変化がほとんど無いことを明らかにしている．

2．地質学的な意味合い

青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトの全岩組成で計算

した P-Tシュードセクション中の三変数領域 Grt Omp Gln

Zoの約 0.6－1.0 GPa低圧側に，三変数領域 Grt Pg Hbl Zo

が得られた（Fig. 4）．この鉱物共生は青海のパラゴナイト－

緑れん石－ざくろ石角閃岩の変成ピークの鉱物組み合わせに

相当する．我々はパラゴナイト－緑れん石－ざくろ石角閃岩

の全岩化学組成を得ていない．しかし，ニューカレドニアの

玄武岩質のエクロジャイトの P-Tシュードセクションの計

算においても，三変数領域 Grt Pg Hbl Czoが，エクロジャ

イト相に相当する領域の低圧側に確認されている（Carson

et al., 1999）．仮にパラゴナイト－緑れん石－ざくろ石角閃

岩の全岩組成が玄武岩質から大きくはずれるとしても，ホル

ンブレンドを含みオンファス輝石を欠く鉱物共生は，藍閃石

とオンファス輝石を含む鉱物共生と比べてより低圧で安定で

あろう（例えば，Evans, 1990）．実際，THERMOCALC及び，

Axプログラム（Powell and Holland, 2001）を用いて計算

した温度 600℃における平均圧力は，パラゴナイト－緑れ

ん石－ざくろ石角閃岩において約 1 GPa，藍閃石－緑れん石

エクロジャイトにおいて約 2 GPaと，両者は有意な圧力差

を示す．同地域の 2つのユニットの高変成度岩には有意な圧

力ギャップがあると言える．

3．藍閃石－緑れん石エクロジャイトについて

ざくろ石＋オンファス輝石＋藍閃石＋緑れん石の鉱物組み

合わせは中国地方の蓮華帯の青色片岩の残晶鉱物組み合わせ

として記載されており，蓮華帯のエクロジャイト相を特徴づ

けている（Tsujimori and Itaya, 1999; Tsujimori and Liou,

2005）．同様の鉱物共生で特徴づけられる藍閃石－緑れん石

エクロジャイトはどのような沈み込み変成作用を代表するで

あろうか？近年，地球物理学的手法による沈み込み帯断面の

熱モデル計算は，東北日本やトンガのような古い海洋プレー

トが定常的に沈み込む場合，超低地温勾配（約 5 ℃/km以

下）が普通に存在することを予測した（例えば, Kirby et al.,

1996; Iwamori, 1998; Peacock and Wang, 1999; Hacker et

al., 2003a, b; Abers et al., 2006）．これは造山帯の高圧型変

成岩の研究が想定してきた‘forbidden zone’（禁制帯）の存

在を否定するが，禁制帯環境での変成再結晶を示唆する超高

圧ざくろ石かんらん岩の報告例（Liou et al., 2000参照）や，

最近の α-PbO2 型構造の TiO2 相を含んだ地殻物質起源の超

高圧変成岩の発見（Wu et al., 2005），さらに，いくつかの

天然のローソン石エクロジャイトの研究（Usui et al., 2003;

Zack et al., 2004; Tsujimori et al., 2005b, 2006c,d）は超低

地温勾配域の存在を示すものである．古い海洋プレートの沈

み込みでもスラブ上面温度がかなり高温を示す熱モデル計算

も確かに存在する（van Keken et al., 2002）．しかし，スラ

ブ上面の構成岩類を原岩とする天然のローソン石エクロジャ

イトの存在は，超低地温勾配域の存在を指示する．

一般に，藍閃石－緑れん石エクロジャイトは，約 8℃/km

程度の地温勾配を記録している（例えば, Hirajima et al.,

1988; Miyazaki et al., 1996; Clarke et al., 1997）．Fig. 4が

示すように，青海の藍閃石－緑れん石エクロジャイトに推定

される昇温時期の P-T経路は，超低地温勾配を特徴づける

ローソン石エクロジャイトの P-T経路（例えば, Tsujimori

et al., 2006c）とは大きく異なり，むしろ，Peacock and
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Fig. 5. Qualitative P-T path of Omi glaucophane-epidote eclogite
（heavy arrows）. The inferred P-T paths of the highest grade rocks
of the Sanbagawa metamorphic belt（SB: Ota et al., 2004）and
Guatemalan lawsonite eclogite（SMFZ: Tsujimori et al., 2006c）are
also shown（gray arrows）for comparison. Hatched areas represent
the calculated P-T conditions for oceanic crust beneath present-day
NE Japan（'cold'）and SW Japan（'warm'）subduction zones（Pea-
cock and Wang, 1999）; the solid and dashed lines show the top and
bottom of oceanic crust. The metamorphic facies and their abbre-
viations are after Liou et al.（2004）. The box represents a P-T space
of P-T pseudosections shown in Fig. 4.



Wang（1999）が計算した若いのスラブの沈み込む現在の西

南日本の沈み込み帯の P-T 条件に近い．青海の藍閃石－緑

れん石エクロジャイトの記録する P-T 経路は，Ota et al.

（2004）が岩石学的解釈によって新しく提案した三波川帯の

変成相系列より P/T比が高い位置を通ると推定される（Fig.

5）．しかし，ローソン石エクロジャイト相を経験することは

ない．このような'暖かい'藍閃石－緑れん石エクロジャイト

は，若いの海洋プレート沈み込みによって形成されるのであ

ろう．
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（要　旨）

辻森　樹・松本啓作，2006，青海蛇紋岩メランジュ産の藍閃石－緑れん石エクロジャイトの圧
力温度シュードセクション：予報．地質雑，112，407－414．（Tujimori, T. and Matsumoto,

K., 2006, P-T pseudosection of a glaucophane-epidote eclogite from Omi serpentinite

mélange, SW Japan: a preliminary report. Jour. Geol. Soc. Japan. 112, 407－414.）

青海蛇紋岩メランジュ産の藍閃石－緑れん石エクロジャイト（Tsujimori, 2002）につい

て，Na2O-CaO-FeO-MgO-Al2O3-SiO2-H2O系（NCFMASH系）の圧力温度シュードセクショ

ンを THERMOCALC 2.75プログラムを使って計算した．その結果，既存の圧力温度見積も

り(温度＝約 550－600℃, 圧力＞約 1.8 GPa）に近い条件に，実際に観察される鉱物組み合

わせの安定領域が存在することを確認した．現在の沈み込み帯の推定地温勾配を仮定する

限り，藍閃石－緑れん石エクロジャイトは若く暖かいスラブの沈み込み変成作用を記録し

ているのであろう．


